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高
槻
市
が
示
し
た
、

２
０
１
８
年
度
か
ら
の
65

歳
以
上
の
介
護
保
険
料

（
案
）
は
、
月
額
５
０
８
３

円
（
第
５
段
階
・
基
準
保

険
料
）
と
な
り
、
現
行
保

険
料
か
ら
２
５
０
円
の
値

上
げ
と
な
り
ま
す
。

　

収
入
が
少
な
い
人
の

保
険
料
は
、
第
１
段
階

は
、
年
間
で
１
３
５
０
円

の
値
上
げ
、
第
２
段
階
で

は
、
１
９
５
０
円
の
値
上

げ
に
な
り
ま
す
。
第
１
段

階
は
ひ
と
月
の
年
金
が

６
万
６
０
０
０
円
以
下
、

第
２
段
階
で
は
月
10
万
円

以
下
で
す
。
生
活
費
を
確

保
す
る
の
も
大
変
な
方
々

で
す
。

　
第
１
段
階
と
第
２
段
階

の
方
の
値
上
げ
は
す
る
べ

き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
今
後
も
介
護
保
険
料
は

値
上
げ
が
続
く
こ
と
が
予

想
さ
れ
て
い
ま
す
。
介
護

保
険
料
の
抑
制
に
は
国
庫

負
担
額
を
大
幅
に
引
き
上

げ
る
な
ど
の
抜
本
的
な
対

策
が
必
要
で
す
。

次期介護保険料の一部
段階 月額保険料次期保険料の

対象者 現行 次期

第１段階 2,175円 2,288円

3,142円 3,305円

3,384円 3,559円

4,321円４,109円

４,833円 5,083円

第２段階

第３段階

第４段階

第５段階
（基準）

・生活保護受給者
・老齢福祉年金受給者で世帯全
員が市民税非課税者
・世帯全員が市民税非課税で被
保険者の合計所得金額（公的
年金等に係る所得を除く）と課
税年金収入額の合計が年額８０
万円以下の者

・被保険者が市民税非課税でか
つ課税年金収入額＋合計所得
金額（公的年金等に係る所得を
除く）が８０万円以下であって世
帯の中に市民税課税者がいる者

・被保険者が市民税非課税で世
帯の中に市民税課税者がおり、
第４段階に該当しない者

・世帯全員が市民税非課税で被
保険者の合計所得金額（公的
年金等に係る所得を除く）と課
税年金収入額の合計が年額１２
０万円以下の者

・世帯全員が市民税非課税で第
１、第２段階に該当しない者

収
入
が
少
な
い
人
の
介
護
保
険
料

値
上
げ
は
や
め
る
べ
き

大阪方面 京都方面

普
通
の
停
車
ホ
ー
ム

快
速
の
停
車
ホ
ー
ム

２番線

３番線

４番線

５番線

　

Ｊ
Ｒ
高
槻
駅
で
は
ホ
ー
ム
転
落
防
止
の
た
め
、

２
０
１
６
年
か
ら
新
快
速
の
停
車
ホ
ー
ム
で
あ
る

１
番
、
６
番
線
に
昇
降
式
ホ
ー
ム
ド
ア
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。
設
置
費
の
う
ち
６
分
の
１
を
高
槻

市
が
負
担
し
て
い
ま
す（
Ｊ
Ｒ・国
３
分
の
１
ず
つ
、

府
６
分
の
１
）。

　
今
後
、
す
べ
て
の
ホ
ー
ム
で
可
動
式
ホ
ー
ム
ド

ア
が
設
置
さ
れ
る
計
画
で
す
。
快
速
の
停
車
ホ
ー

ム
は
２
０
１
８
年
秋
頃
、
普
通
の
停
車
ホ
ー
ム
は

２
０
２
０
年
春
の
完
成
を
目
標
に
計
画
し
て
い
ま

す
。

Ｊ
Ｒ
高
槻
駅
ホ
ー
ム
ド
ア
設
置
に
つ
い
て

就
学
援
助
制
度
の「
新
入
学
学
用
品
費
」

入
学
前
支
給
を

　

も
う
す
ぐ
、
４

月
。
入
学
を
ひ
か
え

た
家
庭
で
は
入
学
準

備
に
忙
し
い
時
期
で

す
。
ど
ん
な
子
ど
も

で
も
安
心
し
て
学
校

に
通
え
る
よ
う
に
、

就
学
援
助
制
度
（
所

得
制
限
あ
り
）
が
あ

り
ま
す
。
子
ど
も
が

小
中
学
校
で
学
習
す

る
た
め
の
費
用
を
負

担
す
る
こ
と
が
困
難
な
保

護
者
を
援
助
す
る
制
度
で

す
。
就
学
援
助
の
内
、
小

学
生
の
「
新
入
学
学
用
品

費
」
は
入
学
後
の
７
月
に

支
給
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
で

は
、
入
学
準
備
に
間
に
合

い
ま
せ
ん
。

　

日
本
共
産
党
議
員
団

は
入
学
前
支
給
を
求
め

て
き
ま
し
た
。
中
学
生
は

２
０
１
５
年
入
学
か
ら
入

学
前
支
給
が
実
現
。
就
学

援
助
を
小
学
６
年
生
で
受

給
さ
れ
て
い
る
人
は
、
中

学
校
入
学
前
の
３
月
に
支

給
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
全
国
で
の
小
学
校
の
入

学
前
支
給
は
４
割
ま
で
広

が
っ
て
い
ま
す
。
高
槻
市

で
も
小
学
校
で
の
入
学
前

支
給
の
実
現
を
求
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

就学援助の所得基準
所得限度額

借家の世帯 持家の世帯

加算額
ひとり親加算額

扶養する子の数

以下１人増につき

障がい者加算額 380,000 円家族
員数
２人
３人
４人
５人
６人

2,427,000 円
2,948,000 円
3,389,000 円
3,840,000 円
4,386,000 円

1,779,000 円
2,318,000 円
2,761,000 円
3,205,000 円
3,746,000 円

330,000 円
356,000 円
13,000 円

１人
２人

家族員数
が 7 人以
上となる
場合は１
人増加す
るごとに
541,000
円を加算

（家族員に含まれる障がい者１人につき）

（注）《家族員数》　保護者とその扶養する家族員（税の扶養人数）の合計数
　　《所　　得》　給与…源泉徴収票の『給与所得控除後の金額』　　　その他…確定申告書の『所得金額』
　　　　　　　　　複数の所得がある場合は全所得の合計額となります
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都
市
農
業
を
守
る
生
産
緑
地
制
度
、
条
例
制
定
で
面
積
緩
和
を

　
「
都
市
農
業
振
興
基
本

法
」
が
制
定
さ
れ
、
市
街

化
区
域
の
農
地
を
「
宅
地

化
す
る
も
の
」
か
ら
、
都

市
に
「
あ
る
べ
き
も
の
」

と
位
置
づ
け
が
変
わ
り
、

必
要
な
施
策
を
実
施
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
昨
年
４
月
に

生
産
緑
地
法
が
改
正
さ

れ
ま
し
た
。「
生
産
緑
地
」

制
度
は
25
年
前
に
導
入
さ

れ
、
市
街
化
区
域
の
農
地

へ
の
宅
地
並
み
課
税
が
、

調
整
区
域
と
同
じ
税
率
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め

に
は
、
30
年
間
農
業
を
続

け
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
30
年
の
期

限
を
迎
え
、
買
い
取
り

申
請
が
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
市
街
化
区
域
の
農
地

が
減
少
し
な
い
よ
う
に
、

生
産
緑
地
の
再
指
定
が
で

き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　
30
年
た
っ
て
、
再
指
定

し
な
け
れ
ば
、
農
地
へ
の

税
金
は
、
今
の
１
０
０
倍

以
上
に
な
り
ま
す
。
再
指

定
し
て
も
、
今
度
は
10
年

で
市
に
買
い
取
り
申
請
が

で
き
ま
す
。
病
気
や
け
が

な
ど
で
農
業
が
で
き
な
く

な
っ
て
も
、
買
い
取
り
申

請
は
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
生
産
緑
地
に
指

定
で
き
る
農
地
の
要
件
は

面
積
が
５
０
０
㎡
以
上
あ

る
こ
と
で
す
が
、
市
が
条

例
で
規
定
す
れ
ば
、
面
積

要
件
が
５
０
０
㎡
か
ら
、

３
０
０
㎡
以
上
に
変
更
で

き
ま
す
。

　
市
は
市
議
会
で
生
産
緑

地
の
面
積
要
件
を
３
０
０

㎡
以
上
に
緩
和
す
る
条
例

は
周
知
期
間
も
考
慮
し
て

検
討
す
る
と
答
弁
し
て
い

ま
す
。

　
日
本
共
産
党
市
会
議
団

は
市
に
対
し
て
、
農
業
を

さ
れ
て
い
る
方
に
早
く
知

ら
せ
て
、
で
き
る
だ
け
農

業
の
継
続
が
で
き
る
よ
う

高
槻
市
に
求
め
て
い
ま

す
。

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
全
員
対
象
の
中
学
校
給
食

他
市
か
ら
も
注
目
さ
れ
、
の
べ
11
回
以
上
の
視
察
を
受
け
入
れ

　
１
月
18
日
、
第
一
中
学

校
で
中
学
校
給
食
を
宇
治

市
の
市
会
議
員
団
と
と
も

に
視
察
し
ま
し
た
。

　

高
槻
市
は
小
学
校
と

同
様
に
中
学
生
に
も
栄
養

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
昼
食

を
提
供
し
、
心
身
の
健
全

な
成
長
や
食
習
慣
の
定
着

を
は
か
る
た
め
、
全
中
学

校
で
全
生
徒
を
対
象
に
し

た
給
食
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
２
０
１
１
年
か
ら
３

年
間
準
備
し
、
２
０
１
２

年
11
月
か
ら
試
行
的
に
２

校
の
中
学
校
で
実
施
し
、

２
０
１
４
年
４
月
か
ら
全

校
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
調
理
方
式
は
、
給
食
を

実
施
し
て
い
る
小
学
校
の

施
設
で
調
理
し
、
保
温
食

缶
な
ど
で
中
学
校
へ
配
送

し
ま
す
。

　
視
察
で
は
、
中
学
校
に

給
食
が
ト
ラ
ッ
ク
で
運
ば

れ
て
く
る
様
子
か
ら
、
給

食
当
番
の
生
徒
が
給
食

を
取
り
に
き
て
配
膳
す
る

と
こ
ろ
ま
で
見
学
。
中
学

校
給
食
が
は
じ
ま
る
当
初

は
、
い
ろ
い
ろ
と
心
配
も

し
て
い
ま
し
た
が
、「
子

ど
も
達
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
を
果
た
し
、
考
え
て
い

た
以
上
に
動
い
て
い
る
」

な
ど
の
感
想
が
よ
せ
ら

れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し

た
。

　
全
員
対
象
の
中
学
校
給

食
は
就
学
援
助
の
対
象
に

な
り
、
保
護
者
の
経
済
的

負
担
が
軽
減
さ
れ
、
新
た

な
雇
用
も
う
む
な
ど
の
効

果
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

高
槻
産
の
米
や
野
菜
を
使

用
す
る
な
ど
地
産
地
消
に

も
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　

な
に
よ
り
も
、
子
ど

も
達
の
た
め
に
な
っ
て
い

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
視

察
当
日
は
献
立
の
カ
レ
ー

ラ
イ
ス
と
サ
ラ
ダ
を
１
食

２
６
５
円
で
い
た
だ
き
、

美
味
し
く
て
あ
た
た
か
い

給
食
が
食
べ
ら
れ
る
こ
と

の
良
さ
を
感
じ
ま
し
た
。


